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６月５日（火）１５：００～１６：００　第１回　検数労連１８夏季一時金交渉


１８夏季一時金交渉スタート！


両協会は従業員の思いを理解し、要求に沿った回答構築を！























２０１８年夏季一時金要求書（要旨）





　２０１８年夏季一時金および諸労働条件の改善について、下記の通り要求いたします。





記


１，夏季一時金について


（１）要求方式と要求額について


　①　日検協会


　　（本給＋家族）×３．０ヶ月＋一律１０万円＋都市加算とすること。


　②　全日検　職員A


　　（本給＋家族）×３．０ヶ月＋一律１０万円＋都市加算とすること。


　　　　　　　職員B


　　（本給＋地域年齢）×３．０ヶ月＋一律１０万円＋都市加算とすること。


　③　都市加算の支給区分と金額については、別表の通りとすること。


　④　職員以外の従業員は、職員に準じて支給すること。





（２）支給条件について


　①　長期病欠者に対して、各々の支給基準の７０％を支給すること。


　②　通勤災害による休業者についても労災休業者と同一取り扱いとする


　　こと。


　③　一切の協会査定（特別評価）は行わないこと。


　④　転勤者の取り扱いについては、計算期間中のそれぞれの所属地の地域区分に基づく日割り計算、または６月１日現在所属地の地区区分かのいずれか有利な方を適用すること。





（３）支給日について


　　　２０１８年７月１０日（火）とすること。





２．諸要求について


　　厚生年金保険料の労使負担割合の改善をはかること。　　　　以上










































































　５月３０日、３１日に開催された検数労連代表者会議において、１８夏季一時金要求と、たたかい方の議論を行いました。


　一時金闘争を迎えるにあたり、要求の考え方として、依然として時間外労働に依存した賃金体系の中で、１８春闘時のアンケートの結果でも出ているように組合員の大半が現在の厳しい生活状況からの脱却を望んでいる。


こうした現状を受け『安定








































































































代表者会議で１８夏季一時金要求を確立





した一時金』の確保に向けた


動きを強化していくとの全体確認を行い、左記の通りの要求書を確立しました。


　各地域からの意見として、全ての地域より乗率（３ヶ月）へのこだわりと、我々の要求にない日検の業績加算、全日検の特別評価の撤廃を強く主張していくこと。また、組合としては不本意な形で終結した１８春闘闘争を教訓に、夏季一時金では要求に沿った回答を引き出すべく闘争の強化を




































































































































































































































































構築していくことなどが出され、１８夏季一時金闘争方針は全体確認されました。





【第１回１８夏季一時金交渉】


　６月５日（火）第一回検数労連１８夏季一時金交渉で、組合は要求書を提出し、要求に対する趣旨説明を行いました。


　趣旨説明では、２０１７年度の主要５大港のコンテナ取扱量は堅調に推移しているものの、検数両協会の収支状況予測は検査業務や鋼材、中古












































































































































































































































自動車等の既存業務の減少により対前年度比でマイナスを見込んでいる。しかしながら、検数現場の状況では人員不足の中、休暇を返上してまで業務をこなさなければならない状況にあり、職場からは強い不満と今夏季一時金に対する大いなる期待が寄せられている。両協会においては、職場の日々の努力に報いるよう、要求に沿った回答を構築するよう求めました。





【組合主張】


　組合主張では、要旨、次の通り主張を行いました。


①１８春闘では一部の世代で港湾相場に届かなかったこともあり、職場では不満が残っている。その分、一時金での補填を求める。


②港ではコンテナを中心に取扱量が増えているのに検数の収益が下がっていることは職場感情から言っても納得できない。次回交渉での説明を求める。


③どの業種でもそうだが、これからは人材の確保が難しくなってくる。現状、人員不足の中で過重な労働をさせていくと企業への定着率も悪くなる。いま居る人材を離職させないためにも、安定した一時金の回答構築は必要であり、今日以降、労使交渉を重ねていくなかで充分な検討をしていただき、有額回答指定日には労組要求に沿った回答を構築するよう強く求める。














































































































今後の予定


第２回　１８夏季一時金交渉　６月１２日（火）１４：００～


スト権集約：６月１１日（月）１７時必着！　各地域闘争委員会は左記日時までにスト権集約結果を検数労連中央本部にFAXまたはメールにて、報告すること。


　











　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


